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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、個人消費が低迷し、また、中国の成長率鈍化を始

めとする世界経済の減速により、国内景気については足踏み状態が続いております。一方で、雇

用情勢については昨年来の人材不足感が継続しており、厚生労働省が発表した平成28年８月の全

国の有効求人倍率は1.37倍と、25年ぶりの高水準となっております。幅広い業種で求人が増加

し、特に最近では教育・学習支援業、訪日外国人客の増加で宿泊・飲食サービス業で求人が増え

ており、雇用の改善傾向が続いております。 

 当社グループにおいても、当第３四半期連結累計期間は企業の人材ニーズが強く、採用人員の

定着率向上に寄与するグループ型派遣を展開する人材派遣サービスが大きく拡大しました。ま

た、収益改善が喫緊の課題となっているスマートメーター設置業務についても、業務の徹底的な

見直し及び改善等により、黒字転換を達成しております。当連結会計年度においては、収益基盤

を強化するために、引き続き、①ストックビジネスの強化、②低収益事業の改善、③新たな収益

の柱の構築の３点を基本方針として事業を推進していく所存であります。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は6,621,747千円（前年同四半期比26.4％

増）、営業利益は350,549千円（前年同四半期は59,109千円の営業損失）、経常利益は341,627千

円（前年同四半期は66,063千円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は277,347千円

（前年同四半期は124,100千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）と大幅な増収と、損益改善

を達成しました。 

 なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 

平成25年９月13日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」と

しております。 

 

平成28年11月期第３四半期連結累計期間 連結業績 

（単位：千円） 
平成27年11月期 

第３四半期 

平成28年11月期 

第３四半期 
増減率 

売上高 5,238,044 6,621,747 26.4％ 

営業損益 △59,109 350,549 －％ 

経常損益 △66,063 341,627 －％ 

親会社株主に帰属す

る四半期純損益 
△124,100 277,347 －％ 

 

 当第３四半期連結累計期間のセグメント業績（セグメント間内部取引消去前）は以下のとおり

であります。 

 

①ビジネスソリューション事業 

 株式会社エスプールロジスティクスにてロジスティクスアウトソーシングのサービスを、株式

会社エスプールプラスにて障がい者雇用支援サービス及び付随する農園運営事業を、株式会社エ

スプールエンジニアリングにてスマートメーター設置業務等のフィールドマーケティングサービ

スを、株式会社エスプールセールスサポートにてマーチャンダイジング及び販売促進等のサービ

スを提供しています。 

 当第３四半期連結累計期間においては、低採算案件の見直しを行い、物流センター運営業務を

大幅に縮小した主力のロジスティクスアウトソーシングサービスで売上が減少しておりますが、

スマートメーター設置業務、セールスサポート業務及び障がい者雇用支援サービスが拡大し、前

述のロジスティクスアウトソーシングサービスの売上減少を補いました。また、損益面では、障

がい者雇用支援サービスにおいて、前年同四半期比で倍の新規参画があったほか、前述の通りス

マートメーター設置業務においても、業務改善や家庭向け電力小売り自由化に伴う臨時的な業務

の受託により黒字化を達成し、営業利益が大きく増加しております。その結果、当第３四半期連

結累計期間の売上高は2,458,384千円（前年同四半期比15.0％増）、営業利益は379,141千円（前

年同四半期比1,911.5％増）となりました。 
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②人材ソリューション事業 

 株式会社エスプールヒューマンソリューションズにおいて、人材派遣、人材紹介等、人材に係

わるサービスを提供しています。 

 当第３四半期連結累計期間においては、前述の通り企業の人材不足感が継続しており、主力の

コールセンター業務、特に北海道等の地方のコールセンターにおいて需要が好調に推移しまし

た。損益面においては、社会保険料及び雇用保険料負担の増加により、売上総利益率がやや低下

しましたが、拠点の効率的な運営に努めた結果、販売費及び一般管理費の増加を抑えることがで

きました。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,193,429千円（前年同四半期比

34.0％増）、営業利益は399,734千円（前年同四半期比56.6％増）となりました。 

 

平成28年11月期第３四半期連結累計期間 セグメント別業績 

売上高（単位：千円） 
平成27年11月期 

第３四半期 

平成28年11月期 

第３四半期 
増減率 

報告セグメント 5,267,282 6,651,814 26.3％ 

  ビジネスソリューション事業 2,137,554 2,458,384 15.0％ 

  人材ソリューション事業 3,129,728 4,193,429 34.0％ 

調整額 △29,238 △30,067 －％ 

合計 5,238,044 6,621,747 26.4％ 

 

営業利益（単位：千円） 
平成27年11月期 

第３四半期 

平成28年11月期 

第３四半期 
増減率 

報告セグメント 274,030 778,876 184.2％ 

  ビジネスソリューション事業 18,848 379,141 1,911.5％ 

  人材ソリューション事業 255,181 399,734 56.6％ 

調整額 △333,139 △428,327 －％ 

合計 △59,109 350,549 －％ 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産 

 当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末から191,383千円増加し、

2,102,983千円となりました。好調な業績に伴う営業キャッシュ・フローの増加により、現金及び

預金が100,826千円増加しております。また、人材派遣サービスを中心とする売上拡大により、売

上債権が97,223千円増加しております。 

 当第３四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末から181,001千円増加し、

933,863千円となりました。障がい者雇用支援サービス拡大のため、株式会社エスプールプラスに

て千葉若葉ファームや茂原第二ファーム等の新農園を建設しており、有形固定資産が184,192千円

増加しました。 
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②負債 

 当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末から204,083千円増加し、

1,720,076千円となりました。前述の株式会社エスプールプラスの新農園建設資金や運転資金確保

等のために、短期借入金を130,000千円借り増ししたほか、業績拡大に伴い未払給与を中心とする

未払費用が45,322千円増加しております。 

 当第３四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末から78,530千円減少し、406,044

千円となりました。約定弁済により、長期借入金が121,632千円減少し、一方で、株式会社エスプ

ールプラスの新農園建設に伴い資産除去債務が34,783千円増加しております。 

 

③純資産 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、配当の支払により30,033千円減少し、一方で、親会

社株主に帰属する四半期純利益により277,347千円増加し、910,725千円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 最近の業績動向を踏まえ、平成28年９月27日に平成28年11月期の通期連結業績予想を修正して

おります。詳しくは、平成28年９月27日に開示しました「通期業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご覧ください。 

 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表

に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計

基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四

半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。 

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の

変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第２四半期連結会

計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法

を定率法から定額法に変更しております。 

 この変更による当第３四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年11月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 691,045 791,872 

受取手形及び売掛金 1,031,995 1,129,218 

商品 9,294 22,125 

その他 183,468 160,357 

貸倒引当金 △4,204 △592 

流動資産合計 1,911,599 2,102,983 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 384,852 587,746 

その他（純額） 170,727 152,025 

有形固定資産合計 555,579 739,771 

無形固定資産 50,421 61,624 

投資その他の資産    

その他 173,092 161,306 

貸倒引当金 △26,232 △28,839 

投資その他の資産合計 146,860 132,467 

固定資産合計 752,861 933,863 

資産合計 2,664,460 3,036,846 

負債の部    

流動負債    

買掛金 110,589 103,843 

短期借入金 470,000 600,000 

1年内返済予定の長期借入金 162,176 162,176 

未払法人税等 33,359 52,849 

未払費用 436,405 481,727 

賞与引当金 8,175 20,569 

その他 295,288 298,908 

流動負債合計 1,515,993 1,720,076 

固定負債    

長期借入金 405,558 283,926 

資産除去債務 62,692 97,475 

その他 16,325 24,643 

固定負債合計 484,575 406,044 

負債合計 2,000,568 2,126,120 

純資産の部    

株主資本    

資本金 351,138 351,138 

資本剰余金 201,138 201,138 

利益剰余金 104,101 351,415 

自己株式 △53 △53 

株主資本合計 656,324 903,638 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 638 185 

その他の包括利益累計額合計 638 185 

新株予約権 6,930 6,901 

純資産合計 663,892 910,725 

負債純資産合計 2,664,460 3,036,846 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年12月１日 

 至 平成27年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年12月１日 
 至 平成28年８月31日) 

売上高 5,238,044 6,621,747 

売上原価 4,024,179 4,709,315 

売上総利益 1,213,865 1,912,432 

販売費及び一般管理費 1,272,974 1,561,882 

営業利益又は営業損失（△） △59,109 350,549 

営業外収益    

受取利息 293 121 

受取手数料 805 1,212 

持分法による投資利益 － 958 

その他 112 326 

営業外収益合計 1,211 2,619 

営業外費用    

支払利息 7,153 7,200 

貸倒引当金繰入額 － 3,533 

持分法による投資損失 210 － 

その他 802 808 

営業外費用合計 8,165 11,541 

経常利益又は経常損失（△） △66,063 341,627 

特別損失    

固定資産除却損 2,642 12,083 

本社移転費用 36,813 － 

特別損失合計 39,455 12,083 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△105,519 329,544 

法人税、住民税及び事業税 20,285 68,677 

法人税等調整額 △1,705 △16,481 

法人税等合計 18,580 52,196 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △124,100 277,347 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△124,100 277,347 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年12月１日 

 至 平成27年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年12月１日 
 至 平成28年８月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △124,100 277,347 

その他の包括利益    

持分法適用会社に対する持分相当額 △208 △452 

その他の包括利益合計 △208 △452 

四半期包括利益 △124,308 276,895 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △124,308 276,895 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年12月１日 至 平成27年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

ビジネスソリュ 
ーション 
事業 

人材ソリューシ 
ョン事業 

計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 2,125,345 3,112,699 5,238,044 － 5,238,044 

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
12,209 17,028 29,238 △29,238 － 

計 2,137,554 3,129,728 5,267,282 △29,238 5,238,044 

セグメント利益 18,848 255,181 274,030 △333,139 △59,109 

（注）１．セグメント利益の調整額△333,139千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△332,207千円及び

セグメント間取引消去△931千円であります。全社費用は、当社の管理部門に係わる費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当社は、平成27年５月14日開催の取締役会にて本社移転を決議したことに伴い、有形固定資産に係る減損損

失を当第３四半期連結累計期間において22,413千円計上しております。なお、当該減損損失は四半期連結損益

計算書において、特別損失の本社移転費用に含めて表示しております。また、当該減損損失は、各報告セグメ

ントに配分されておりません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

ビジネスソリュ 
ーション 
事業 

人材ソリューシ 
ョン事業 

計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 2,443,705 4,178,041 6,621,747 － 6,621,747 

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
14,678 15,388 30,067 △30,067 － 

計 2,458,384 4,193,429 6,651,814 △30,067 6,621,747 

セグメント利益 379,141 399,734 778,876 △428,327 350,549 

（注）１．セグメント利益の調整額△428,327千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△420,752千円及び

セグメント間取引消去△7,575千円であります。全社費用は、当社の管理部門に係わる費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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